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放送法第２７条 

   協会は、その業務に関して申し出のあった苦情その他の意見については、適切かつ迅速に                                 

これを処理しなければならない。 

 

放送法第３９条 第４項 

会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条の苦情その他の意見 

及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告しなければならない。 

 







5 

技術・受信相談への意見   
４月から６月に技術・受信相談に関しては、９，６７３件の意見や問い合わせが寄せられました。これらの

意見や問い合わせの内訳は、受信不良の申し出が６，２８８件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法

などの技術相談は３，３８５件です。受信不良の申し出については、一次窓口で対応を完了したのが 

３，０１０件（４８％）で、残る３，２７８件（５２％）は訪問による二次対応で直接、改善の指導や助言を行いま

した。技術相談については、ふれあいセンターや各放送局の受信相談窓口で対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営への意見  
ＮＨＫの経営に関して、４月から６月の間にふれあいセンターや全国のＮＨＫに寄せられた意見や問

い合わせは４７１件でした。内訳は、職員の不祥事について９４件、経営計画について５２件、職員制度に

ついて 2２件などとなっています。丁寧に意見を聞くとともに、問い合わせについては対応資料などをもと

に回答しました。 

 

インターネット活用業務への声 

ふれあいセンターや全国のＮＨＫが受け付けた視聴者の声のうち、インターネット活用業務には４月 

から６月までに３万１，１４９件の問い合わせや意見が寄せられました。最も多かったのは「ＮＨＫプラス」

で２万３，０３４件と全体の７４％を占めました。次いでＮＨＫオンラインや各番組のウェブページなどの「ホ

ームページ」、ＮＥＷＳ ＷＥＢなどＮＨＫプラス以外の「動画音声配信」、「ＮＨＫオンデマンド」などとなっ

ています。「ＮＨＫプラス」については、ＩＤの登録方法に関する問い合わせが多く寄せられています。引

き続き、ご利用案内ページの表示や画面上の操作、説明の文章を見直したり、登録しやすくするた

めの機能を追加したりするなど、随時、改善を重ねています。 

（ＮＨＫプラスの利用登録につきましては、こちらのホームページで動画などを使って分かりやす

くご案内しています。https://plus.nhk.jp/info/） 

 

 

 

 

事由

受信不良 6,288

一次対応 3,010

個別受信設備不良 2,618

共同受信設備不良 267

建造物による受信障害 14

雑音障害 80

混信・難視聴など 31

二次対応 3,278

技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 3,385

9,673合計





7 

■“若い世代の声を番組へ” 高校・大学生と制作者がオンラインイベントで語る 
 

 

ＮＨＫは、視聴者のみなさまの声を直接聞いて番組制作

に生かそうとさまざまな取り組みを進めています。５月には

「環境問題」をテーマに、ＮＨＫプラスクロスＳＨＩＢＵＹＡを拠

点にオンライントークイベントを開催し、番組制作者が若い世

代の視聴者と直接語り合いました。 

 

 

 

参加してくださったのは、岩手県から熊本県まで全国

の大学や高校から２００人を超えるみなさんです。 

題材にしたのは「ＮＨＫスペシャル ２０３０ 未来へ

の分岐点」。この番組は、地球環境が危機を迎える中、明

るい未来と暗黒の未来の「分岐点」である２０３０年までに

私たちができることを伝えるシリーズです。イベントで

は、番組制作者がコロナ禍での制作の苦労や番組に込

めた思いなどを話し、専門家の知見を重ね合わせたシ

ミュレーションやＣＧ制作の舞台裏も披露しました。 

 

学生のみなさんからは、「ＳＤＧｓのコンテンツを発信す

る時に『知る』『考える』から、実際の『行動』につなげてもらう

よう工夫していることはありますか？」との質問が寄せられ

ました。これに対し、番組の担当ディレクターは、テレビ番

組だけでなく、ホームページなどのデジタルコンテンツで

も身近な事例を入れて情報を発信するなど、さまざまな取り

組みを進めていることを紹介しました。 

 

 

【参加者の事後アンケートから】 

・ なぜこのような問題を取り上げたのかなど、「番組制作の意図」について聞くことができて、とても貴重な体験がで

きた。 

・ イベントを通じて、メディアがどれだけ人々 の心に直接訴えかけることができるのか、ということを再認識した。引

き続き、自分なりにＳＤＧｓを意識した取り組みを実践していきたいが、もっとメディアの力を使ってみようと思うきっ

かけになった。 

・ ＳＤＧｓや地球温暖化について、番組として放送するだけでなく、大学生など視聴者も参加して相互に意見を交換

する場を設けているのはよいと思った。 

 

対面でのイベント実施が難しい状況が続く中、今回は、どこでもつながることができるオンラインイベントの利点を

生かした取り組みとなりました。ＮＨＫは今後もこうしたイベントなどを通じて、みなさまからの声を直接、いただく取り

組みを進め、番組の制作に生かしていければと考えています。  

学生からの質問に、番組にご協力いただい
た国立環境研究所の専門家も回答 

５月１０日開催 番組制作者・専門家が登壇 

 

岩手から熊本まで２０校から 参加 
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■“誰でも読みやすく”ニュース番組の字体を変更 
 

高齢者を中心に、テレビ画面の字幕の細かい文字が読みにく

い、読み間違えるという声がしばしば寄せられています。こうし

た中、日曜夕方の「ニュース 地球まるわかり」は、番組内の文字

表記について、年齢や視力に関わらず、読みやすく、読み間違

えにくいフォント（＝文字の書体）を６月から導入しました。ＵＤ

（ユニバーサルデザイン）フォントと呼ばれるものです。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ ＮＨＫの放送をよく見るが、細かい文字がつぶれて見える時がある。                                  （70代男性） 

・ 数字だけでもＵＤフォントにしていただけると読み間違いが減りますので、ご検討のほどよろしくお願い致します。 

（30代女性） 

 

 

ＵＤフォントは、線の太さや濁点の大きさ、

文字の中の余白などを調節して、より読みや

すく、似ている文字を読み間違えないよう、工

夫された書体です。教科書や表示板などいろ

いろな場所で利用が広がっています。 

 ＮＨＫでは、ユニバーサルデザインに関

する勉強会を開いて、放送での活用を推進し

ています。 

 

 

  

勉強会に参加したニュース番組の制作担当者は、番組での活用

を検討。まずは日曜夕方に放送している「ニュース 地球まるわか

り」の番組で、出演者の名前や項目紹介をはじめ、全ての文字表記

について、６月から利用を開始しました。新しいフォントは、今後、

徐々 に利用を拡大することを検討しています。 

新しいフォントを導入したことは、ＮＨＫのツイッターでも視聴者

のみなさまにご案内しました。 

 

 

【ツイッターで寄せられた声】 

・ 新しいフォントだと画面離してもはっきり読める。さすがＵＤフォント   

・ たしかに。視力が低下した自分でも見やすい 

・ 太さ以外何が違うのかわからない 

・ こういったことが、もっと浸透していくと良いですよねー 

 

ＮＨＫでは、誰にでも分かりやすい「伝わる」番組づくりを目指して、今後もさまざまな取り組みを進めていきます。 

 
■誤記・誤読などの指摘への対応まとめ（４月～６月） 




